
ご 注 意
（1）株主様の住所変更、買取請求その他各種

お手続きにつきましては、原則、口座を開
設されている口座管理機関（証券会社
等）で承ることとなっております。口座を
開設されている証券会社等にお問合せく
ださい。株主名簿管理人（三菱UFJ信託
銀行）ではお取り扱いできませんのでご
注意ください。

（2）特別口座に記録された株式に関する各種
お手続きにつきましては、左記特別口座
口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお
問合せください。なお、三菱UFJ信託銀
行本支店においてもお取次ぎいたしま
す。

（3）未受領の配当金につきましては、三菱
UFJ信託銀行本支店でお支払いいたし
ます。

事 業 年 度 4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年6月に開催

剰余金の配当基準日
　　 期 末 配 当
　　 中 間 配 当

3月31日
9月30日

株 主 名 簿 管 理 人
特別口座口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先
（ お 問 合 せ 先 ）

〒541-8502　大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
三菱UFJ信託銀行株式会社大阪証券代行部
電話（通話料無料）0120−094−777

公 告 方 法 電子公告により行います。
公告掲載URL　https://www.g-7holdings.co.jp/
（ただし、電子公告によることができない事故、そ
の他のやむを得ない事由が生じたときは、日本経
済新聞に公告いたします。）

単 元 株 式 数 100株
上場金融商品取引所 東京証券取引所（証券コード7508）

本社〒654-0161神戸市須磨区弥栄台三丁目1番地の6
TEL078-797-7700FAX078-797-7710

株 主 メ モ

2018年4月1日～2019年3月31日
第44期　年次報告書第44期　年次報告書
株 主 通 信株 主 通 信

当社に関する情報はホームページでもご覧いただけます。

https://www.g-7holdings.co.jp/

証券コード：7508



フサポートを推進し、接客サービスの向上に努めました。
主力商品のタイヤ販売は、昨年の値上げに伴う駆け込
み需要の反動減により売上が伸び悩みましたが、大雪の
恐れのある地域の一部においてタイヤチェーン装着義務
化が公表され、タイヤチェーン販売が大幅に伸長しまし
た。これらの結果、特に営業利益が前期比20.1%増と
大幅に増加しました。

　 業 務 スー
パー・こだわ
り食品事業に
ついては、安
全で安心な食
材を低価格で
提供する業務
スーパーで5
店舗を新規出

店・移転オープンし、精肉販売のテラバヤシにおいても
4店舗を新規出店・移転オープンしたこともあり、好調に
推移しました。また、全国各地の厳選した付加価値の高
い商材の発掘などにより、こだわり食品の販売が堅調に
推移しました。
　その他事
業について
は、ステー
キチェーン店
「いきなり！
ステーキ」、
健康体操教室
「カーブス」、

　
　第44期（2018年4月1日〜2019年3月31日）
は、人づくり、組織づくりの再構築を推し進める

とともに、売上から利益重視の生産性向上を図り、国内
外の収益力強化に取り組みました。また、G‐7モール
フェスティバルや大感謝祭等のグループの垣根を越えた
イベントを積極的に行い、グループ内のシナジーを活か
した販売強化対策を実施いたしました。その結果、連結
業績は売上高122,502百万円（前期比2.2％増）、営業
利益5,017百万円（同16.0％増）、経常利益5,019百万
円（同9.9％増）、親会社株主に帰属する当期純利益
3,041百万円（同14.8％増）の増収増益となりました。
　好業績の要因としましては、主にオートバックス・車関
連事業と業務スーパー・こだわり食品事業が堅調だった
ことがあげられます。
　オートバックス・車関連事業については、安全運転
に対する意識の高まりからドライブレコーダーの販売が
好調に推移しました。また、主力商品であるタイヤ・ホ
イールを中
心にカー用
品 の 拡 販
や、車検お
よび車販売
をきっかけ
としたお客
様のト−タ
ルカーライ

G-7グループは、100年続くグローバル企業を目指し、
市場変動に強い経営システムと多角的な事業展開で、
変容する時代の要請に応えながら、安定した成長を
続ける企業体制の構築を目指してまいります。

中長期的な視点に立ち、
機動的かつ柔軟な経営で
持続的な成長と安定を有する
企業グループを目指します。

財務ハイライト

前期比 ▼ 2.2 %増
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当期の業績とその主な要因について
お聞かせください。Q

A

オートバックス　ドライブレコーダー売場 いきなり！ステーキ　三木店

業務スーパー　東久留米店取締役名誉会長
木下 守

代表取締役会長兼CEO
金田 達三

取締役社長
木下 智雄

トップメッセージ
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BAKEのシュークリーム専門店「クロッカンシューザクザ
ク」の出店を推し進めました。また、アグリ事業におい
て、農産物販売方法を当期より買取販売から委託販売
へと変更しました。

　 　第45期（2019年4月1日〜2020年3月31
日）の連結業績予想につきましては、売上高

140,000百万円（前期比14.3％増）、営業利益5,300
百万円（前期比5.6％増）、経常利益5,500百万円（前
期比9.6％増）、親会社株主に帰属する当期純利益

3,350百万円（前期比10.2％増）を見込んでおります。
　小売業界では業種・業態を超えた激戦が予想され、
個人消費や雇用環境に加え消費税増税が予定されるな
ど、先行きは不透明で厳しい経営環境が続くものと思
われますが、業績目標の達成に向け、引き続き人づくり、
組織づくりの再構築を推し進め、売上から利益重視の
生産性向上を図り、「稼ぐ力」に更なる磨きをかけるこ
とで収益力強化を目指します。また、市場変動にも強
い経営システムと多角的な事業展開により、安定的な
成長が見込める企業体制の構築に努めてまいります。
　具体的には、立地開発の強化による年間30〜40店
舗の出店を目指し、新規事業・新業態を国内外で開発
推進するとともに、グループ内でのシナジーが期待で

社 長 の ご 紹 介

　G-7グループ各企業は、ウェブサイ
トをリニューアルしました。
　今回のリニューアルでは、ご利用の
皆様により使いやすく、より分かりや
すいウェブサイトを目指し、デザイン
を一新するとともに、スマートフォン
からも快適にご利用いただけるよう
対応いたしました。それぞれの事業を
イメージしたデザインと関連コンテ
ンツを充実させ、ご利用者様が使い
やすいサイトを目指しています。ぜひ
一度ご覧ください。

グループ企業のホームページをリニューアルしました

きる業種・業態に対して、引き続き積極的にM&Aや
提携などの手法を用いて、グループ全体の業容拡大を
図ります。
　また、人材の確保に向けて、シニア（60〜80歳）
や女性の採用を強化し、従来の定時勤務にとらわれ
ず、勤務時間を自由に選択できる働き方にも挑戦い
たします。

　私どもG-7グループは、中長期にわたる安
定成長と財務基盤の確立という経営の基本

方針に立ち返り、引き続き各事業の収益性を高め、
成長を続けることにより、株主の皆様ならびにス
テークホルダーの方々のご期待にお応えしてまい
ります。なお、当期の配当につきましては、中間
配当金を1株当たり35円、期末配当金は普通配当
として1株につき35円、当期の業績に基づく特別
配当として8円の合計43円（年間78円）といたし
ました。
　株主の皆様におかれましては、今後とも変わらぬ
ご指導、ご鞭撻を頂戴いたしますよう、心よりお願
い申し上げます。

来期以降の目標と取り組みについて
お聞かせください。Q

A 株主の皆様へのメッセージを
お願いします。Q

A

トップメッセージ

TOPICS

1968年3月11日生　51歳

取締役社長　木
き の

下
し た

 智
の り

雄
お

■略歴
2003年9月 ㈱セブンプランニング（現・㈱G7リテールジャパン）入社
2005年1月 同社取締役
2005年6月 同社代表取締役社長
2006年6月 当社執行役員経営戦略本部事業開発室長
2009年6月 当社専務取締役経営戦略企画室長
2010年4月 ㈱オートセブン（現・㈱G‐7・オート・サービス）取締役（2013年4月退任）
2011年4月 当社取締役副社長
2012年4月 ㈱セブンプランニング（現・㈱G7リテールジャパン）代表

取締役会長（2012年12月退任）
2017年4月 ㈱G‐7・オート・サービス取締役社長
2018年4月 同社代表取締役社長（2019年3月退任）
2019年6月 当社取締役社長
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いきなり！ステーキを中心に、計8店舗オープン
　2019年3月期下期におきましては、いきなり！ステーキ4店舗のほか、業務スーパーやテラバヤ
シ、カーブス（健康体操教室）を出店いたしました。

業務スーパー　志免町店 テラバヤシ　東久留米店

いきなり！ステーキ　印西西の原店

カーブス　コーナン港北インター店 いきなり！ステーキ　花田店

■業務スーパー
2018年12月 6 日 業務スーパー　東久留米店
2019年 2 月14日 業務スーパー　志免町店
■テラバヤシ
2018年12月 6 日 テラバヤシ　東久留米店
■カーブス
2018年11月13日 カーブス　コーナン港北インター店
■いきなり！ステーキ
2018年12月20日 いきなり！ステーキ　印西西の原店
2019年 1 月23日 いきなり！ステーキ　みのおキューズモール店
2019年 2 月21日 いきなり！ステーキ　ひよどり台店
2019年 3 月14日 いきなり！ステーキ　花田店
※2018年10月1日から2019年3月31日までの新店舗。

新店舗
情報

新店舗のご紹介
連載企画　グループ企業紹介

Ｇ７アグリジャパンVol.5

Ｇ-７・オート・サービス Ｇ-７スーパーマート Ｇ-７バイクワールド Ｇ７アグリジャパンＧ７ジャパンフードサービスＧ７ジャパンフードサービス Ｇ-７ミートテラバヤシＧ７リテールジャパン

生産者と消費者を結ぶ農産物直売所
株式会社G7アグリジャパン

兵庫県を中心に、19店舗の農産物直売所「めぐみの郷」を展開しています。
「めぐみの郷」は、農家の方が、丹誠込めて育てた安全安心でおいしい野菜を
直売する、まったく新しい流通システム。従来の流通経路をカットすることで、
消費者の方には新鮮な野菜を安価で提供し、農家の方には安定収入ややりが
い創出など農業支援に努めています。
※店舗数は2019年3月末時点

いきなり！ステーキ　ひよどり台店いきなり！ステーキ　ひよどり台店 「めぐみの郷」ウェブサイト「めぐみの郷」ウェブサイト クックパッドでレシピを紹介クックパッドでレシピを紹介

会社概要
株式会社Ｇ７アグリジャパン

創　業　2009年（平成21年）7月13日

代表者　代表取締役社長　中藤 務

本　社　〒654-0161 
　　　 　神戸市須磨区弥栄台5-19-2

資本金　5,000万円
ウェブサイト　https://www.meguminosato.co.jp/

代表取締役社長
中藤 務

めぐみの郷事業

飲食事業

G-7 Group 6G-7 Group5



ファンづくりのグローバル化へ　G-7ネットワーク
未来への新たな価値づくりで、顧客満足を高めるサービス・商品をお届けします。

（2019年3月31日現在）

「業務スーパー」
「バイクワールド」

6店舗
1店舗

「業務スーパー」
「テラバヤシ」

8店舗
8店舗

「テラバヤシ」 1店舗

「Ｇ7 オートモービル」 1店舗「オートバックス」  
「バイクワールド」 

2店舗
2店舗

「バイクワールド」 1店舗

近畿地方

九州地方

関東地方

東北地方

中国地方

中部地方

北海道地方

カンボジア

タイ

マレーシア

計415店舗

「Green’s K」
「バイクワールド」
「めぐみの郷」
「激安スーパー」
「BAKE」
「ZAKUZAKU」
「RINGO」
「テラバヤシ」
「良品買館」
「リユース王国」
「マンマチャオ」
「やまや本舗」

1店舗
5店舗

18店舗
1店舗
2店舗
1店舗
1店舗

18店舗
1店舗
1店舗
3店舗
3店舗

「オートバックス」
「スーパーオートバックス」
「オートバックスセコハン市場」
「オートバックスエクスプレス」
「BPセンター」
「テクノキューブ」
「クリスタルセブン」
「業務スーパー」
お好み焼き「七つの壷」

「いきなり！ステーキ」
「モータウン土山サーキット」
「大阪スズキカーズ」

37店舗
2店舗
1店舗
4店舗
4店舗
2店舗
1店舗

32店舗
1店舗
5店舗
1店舗
1店舗

「オートバックス」
「オートバックスエクスプレス」
「BPセンター」
「メガリサイクル王国」
「バイクワールド」
「ダイソー」
「テラバヤシ」

7店舗
1店舗
1店舗
1店舗
1店舗
1店舗
5店舗

「オートバックス」
「BPセンター」
「業務スーパー」
「バイクワールド」
「ダイソー」
「テラバヤシ」
「良品買館」
「マンマチャオ」

7店舗
1店舗

34店舗
2店舗
1店舗

23店舗
1店舗
1店舗

「オートバックス」
「テクノキューブ」
「タイヤ専門館」
「オートバックスエクスプレス」
「BPセンター」
「クリスタルセブン」
「業務スーパー」
「バイクワールド」
「めぐみの郷」
「テラバヤシ」
「カーブス」
「ステップゴルフ」
「BAKE」
「マンマチャオ」
「いきなり！ステーキ」

12店舗
1店舗
1店舗
2店舗
1店舗
1店舗

57店舗
3店舗
1店舗

48店舗
19店舗
3店舗
1店舗
1店舗
1店舗

その他事業
3.7%

業務スーパー・こだわり食品事業
65.3%

オートバックス・車関連事業につきましては、安全運転に対する意識の高まり
からドライブレコーダーの販売が好調に推移しました。また、主力商品である
タイヤ・ホイールを中心にカー用品の拡販や車検および車販売をきっかけとし
たお客様のト−タルカーライフサポートを推進し接客サービスの向上に努めま
した。主力商品であるタイヤ販売は前年値上げによる駆け込み需要の反動減
もあり売上が伸び悩みましたが、一部大雪の恐れのある地域においてタイヤ
チェーン装着義務化が公表されタイヤチェーン販売が大きく伸長しました。

その他事業の出店につきましては、ステーキチェーン店「いき
なり！ステーキ」を6店舗、健康体操教室「カーブス」を２店
舗、BAKEのシュークリーム専門店「クロッカンシューザクザク」
を１店舗オープンしました。また、アグリ事業において農産物
販売方法を当期より買取販売から委託販売へと変更しました。

オートバックス・車関連事業

車（四輪・二輪）関連用品、部品、車両販売

Ｇ-７・オート・サービス、G-7バイクワールド、他

主要品目

運営子会社

オートバックス・
車関連事業
31.0%

（単位：百万円） （単位：百万円）

その他事業

農産物の直売、飲食業、健康体操教室の運営、
不動産賃貸業等
Ｇ７アグリジャパン、G7リテールジャパン、他

主要品目

運営子会社

業務スーパー・こだわり食品事業

業務スーパー・こだわり食品事業につきましては、安全で安心
な食材を低価格で提供する業務スーパーおよび精肉販売のテ
ラバヤシが好調に推移しました。また、全国各地の厳選した付
加価値の高い商材の発掘等により、こだわり食品の販売が堅調
に推移しました。

5.8%増
800億12百万円
売上高

前期比

2019/3
（第44期）

80,01275,632

2018/3
（第43期）

（単位：百万円）

冷凍食品・加工食品販売、精肉販売と厳選食品の卸販売

Ｇ-７スーパーマート、Ｇ７ジャパンフードサービス、
G-7ミートテラバヤシ

主要品目

運営子会社

32.8%減1.4%増
45億27百万円379億61百万円
売上高売上高

前期比前期比

売上高構成比

37,96137,446

2019/3
（第44期）

2018/3
（第43期）

4,527
6,737

2019/3
（第44期）

2018/3
（第43期）

ストアネットワーク 事業別の概況
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発 行 可 能 株 式 総 数
発 行 済 株 式 の 総 数
株 主 数

52,000,000株
13,336,400株

4,024名

個人・その他
3,683名  91.52%

金融商品取引業者
30名  0.75%

金融機関
23名  0.57%

その他法人
187名  4.65%

外国法人等
101名  2.51%

4,024名

売上高
119,816

前　期
（2017年4月1日から2018年3月31日まで）

当　期
（2018年4月1日から2019年3月31日まで）

売上高
122,502

営業利益
5,017

経常利益
5,019

税金等調整前
当期純利益
4,897

親会社株主に
帰属する

当期純利益
3,041

非支配株主に
帰属する

当期純利益
60

営業外
収益
405

特別利益
313

営業外
費用

403
営業利益
4,324

経常利益
4,568

親会社株主に
帰属する

当期純利益
2,648

売上原価
販売費及び一般管理費 

法人税等
1,795

90,268
27,216

435
特別損失

13,293

414

6,408

有形固定資産

無形固定資産

投資
その他の資産

14,047

385

6,073

有形固定資産

無形固定資産

投資
その他の資産

資産合計
44,691

負債・純資産合計
44,691

負債負債

純資産純資産

25,18825,188
流動資産
24,575

19,50219,502

負債・純資産合計
41,594

負債

純資産

23,861

17,732
固定資産
20,115

資産合計
41,594

流動資産
21,089

固定資産
20,505

流動負債

固定負債

19,534

5,654

流動負債

固定負債

18,806

5,055

前　期
（2018年3月31日現在）

当　期
（2019年3月31日現在）

前　期
（2018年3月31日現在）

当　期
（2019年3月31日現在）

連結損益計算書（要旨）（単位：百万円） 株式の状況（2019年3月31日現在）

所有者別株主分布（2019年3月31日現在）

会社の概況（2019年6月27日現在）

グループ企業（2019年6月27日現在）

役員の状況（2019年6月27日現在）

連結貸借対照表（要旨）（単位：百万円）
（注）1.当社は、自己株式1,225,718株を保有しておりますが、上記大株主から

は除外しております。
 2.持株比率は自己株式数を控除して計算しております。

連結財務諸表 株式情報／会社概要

大株主（上位10名）

株主名 持株数 持株比率
木 下 　 守 1,830千株 15.11 ％
木 下 智 雄 1,829 15.11
関 　 　 　 稚 奈 巳 1,129 9.32
有限会社キノシタファミリーサービス 1,094 9.03
木 下 陽 子 826 6.82
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 378 3.12
株式会社オートバックスセブン 337 2.78
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 262 2.16
MSIPCLIENT SECURITIES 162 1.34
資産管理サービス信託銀行株式会社（証券投資信託口） 113 0.93

（注）1.坂本充氏および志田幸宏氏は、社外取締役であります。
2.上甲悌二氏および西井博生氏は、社外監査役であります。
3.当社は、坂本充氏、志田幸宏氏、上甲悌二氏および西井博生氏を、株式会社
東京証券取引所の定めに基づく独立役員として指定し、同取引所に届け出
ております。

取 締 役
名 誉 会 長 木下 　守
代表取締役会長
兼CEO 金田 達三

取締役社長 木下 智雄
取 締 役 岸本 安正
取 締 役 松田 幸俊
取 締 役 関　 大作
取 締 役 玉木 　功

取 締 役 坂本 　充
取 締 役 志田 幸宏
監査役（常勤） 吉田 泰三
監 査 役 上甲 悌二
監 査 役 西井 博生

商 号 株式会社G-7ホールディングス
G-7HOLDINGSInc.

設 立 1976年（昭和51年）6月18日
資 本 金 17億8,570万円
代 表 者 代表取締役会長兼CEO　金田　達三
本 社 神戸市須磨区弥栄台三丁目1番地の6
事 業 内 容 傘下の各事業会社を支配・管理する持株会社
従 業 員 数 5,106名（パート・アルバイト含む）（2019年3月31日現在）
ホームページ https://www.g-7holdings.co.jp/

〈国内〉

株式会社G-7スーパーマート
株式会社G-7・オート・サービス

株式会社G7アグリジャパン 株式会社G7ジャパンフードサービス

株式会社G7リテールジャパン
株式会社G-7バイクワールド

株式会社G-7ミートテラバヤシ 株式会社店舗システム・イー・シー
〈海外〉

G7 RETAIL MALAYSIA SDN. BHD.
G7（CAMBODIA） CO.,LTD.
G-7.CrownTrading CO.,LTD. G7 TAIWAN CO.,LTD.

CM G-7 AGRI MYANMAR CO.,LTD.
G7（THAILAND） CO.,LTD.
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